
    おおね荘介護予防ミニデイ 2012 年度  音楽療法プログラム（元気に冬を迎える） 

 実施日：１１月１４日水曜日 １３時００分～１４時００分（終了後の観察を含む）   

 

長期目標：自分らしく日々を楽しみ、今を大切に過せるよう支援する。                  

    ：活動の中で今を生きる自分を確かめながら、今まで生きてきた人生を肯定し、更に毎日を誇り高く生

きるようとする気持ちを支援する。 

：人との関わりを楽しみ，うれしいと感じる時間の提供。【他者の回想を聞く。自ら話す】 

：季節の移ろいを歌や会話で感じ、生活の中に介護予防のヒントを見いだす。 

留意点                                    

＊ 音読や歌うことで口腔ケアを意識する。【言葉と呼吸を意識した継続の活動として】 

＊ 秋も深まり（立冬も過ぎ暦の上ではすでに初冬？）日差しがなければ肌寒い。夕刻の帰宅を促す「夕

暮れのメロディー」は４時になった。日暮れが早く心寂しい季節でもある。みんなで集い声を合わせ

て歌うことで、ご自身の中にあるエネルギーの強さを再確認する。心身の冬の準備の一助とする。 

 

 項目   目的     使用曲     留意点（重点） 

導入     活動の始まりを意識   こんにちはの歌     会話・対象者の観察 

させ、気分を解す                ブレス・ 

        

♪木枯らしも吹く季節となりましたね～  たきび★１   なじみの歌でリラックス・リズミカルに 

手拍子２・膝打ち３/その逆で 

秋の話題（秋祭り・公民館祭り・収穫祭・七五三・発表会？会話を紡ぐ） 

展開１ 

身体活動  リズムで楽しく・運動    村祭り★２  音読・棒体操（１×１とドンドン・ヒャララリズム）  

展開２                         

レク的活動  上半身のストレッチ とうりゃんせ★３  音読〈七五三の話題〉・歌いながらグーチョキパー 

       （棒を使ったストレッチ）                 

展開３                          

言葉による表現・回想      喜びも悲しみもいくとし月★４ 歌唱 気持ちよく歌い、しっかり声を出す 

      

展開４                                          

合唱奏   一体感を味わう   荒城の月★５ 楽器の選択・響きの共感 

終わり 

    

音楽療法ノート（黒字はＭＴの働きかけ・意図。音楽療法だからこそ、音楽が心身に染み渡ります） 

★ こんにちはの歌 

｛は｝の音を伸ばす（息を吐ききる）呼吸も意識していただく。  

★ １、たきび 

秋も深まり日々の暮らしでは落ち葉掃きも。垣根を曲がったらバッタリ・・・誰かに会えたらい

いな～なんて思った記憶はありますか？曲がり角の向こうを想像してみてください。歌詞を声に

出して読み、たき火に集う人や風景や心情を、懐かしさとともに個々で又お仲間と共有します。

手拍子や膝打ちで血行促進も。意図的に指を使う（指の屈伸、グーチョキパーなど）ことで運動

野で３０％・感覚野で１７％左右の脳の全体で１０％の血流の増加が認められているとのこと・



人間の脳１４００グラムのうち二分の一は手を使うためにあるということです。手の使い方で脳

の働く分野も異なります。接触・把握・関係性・検知・表現など手は沢山の役割を持ちます。今

日の活動も手を使った活動があちこちに隠れています。楽しんでください。（作業療法士 山根

寛先生の「人と音 音楽 療法として音楽を使う）より） 

 

★ ２ 村祭り 

棒を使ったリズム運動。歌うことと腕を使うこと（歌う・持つ・打つ）同時にすることは易しい

ことではありません。テンポアップで心拍数が上がりますが無理をなさらず、ご自身の体に向き

合いながらご自分のペースで。お仲間と気持ち合わせて活動することで、一体感や連帯感を味わ

います。集ってこそ！孤独の軽減にも。 

★ 3 とうりゃんせ 

明日は七五三。とうりゃんせの歌の謂われや地域の風習などあればお話しいただく。 

★２の活動で心拍数が上がっていますのでゆっくり歌ってクールダウン。気持ちよくストレッチ

をしながら気持ちよく。 

★ ４ 喜びも悲しみも幾年月 

ある地域活動で男性が「いい歌なんだ・・・」と（リクエストありました）。力強くまた、懐か

しく歌うことができましたので、こちらでもご一緒に。 

当時とてもヒットした松竹映画の主題歌です。日本の勤労の原点のような、又愛情深い温かさの

ある作品のようでした。思い出があればお話ください。 

★ ５ 荒城の月 

桜の季節にうたっても晩秋にうたっても私たちの心にしみる一曲です。２番まで歌ってみましょ

う。大分県竹田市の幻の岡城祉をイメージしたというこの曲は滝廉太郎の自信作とのこと。合奏

で仲間と集えてこその美しさを味わいます。 

＊楽器を選び、役割を少しだけ意識し、遠慮なく戸惑って、血流を良くします。 

 

今回もまたスマイルチャレンジ！笑うこと、楽しい一瞬が免疫力を高めます。 

 

 

音楽療法は継続することで、より高い効果が期待できます。初めての参加でも、気

後れすることなく、また継続で参加されている方にも、音楽はより深く働きかけま

す。お誘い合わせご参加ください。 

                                 By asada 

 


